
















す。この鶴見大学の大学院に通わせて頂いておりました。その中で、元々は美術の分野の人間ですので、漆芸の技術・材料、そういったものを研究テーマとして、論文などを書かせて頂いたりしています。それ 今回、「曹洞宗の文化財」というテーマの中で、一つ、皆さんにご紹介させて頂きたいと思っているのが、この三橋鎌岳作「獅子牡丹唐草彫木前机」と長い名前ではありますが、こちらは、鎌倉彫が施されている前机になるのですけれど、この鎌倉彫というものがそもそも何なのか、ご存知の方にとっ は基本的な話 大半になってしまうかもしれないのですが、少し、近代の鎌倉彫の発展などを交えまして、どういった経緯の中で作られた文化財なのか、ということをお話し きればと思っています。　
まず、鎌倉彫、どういったものをご想像されるでしょうか。（スライドを見せながら）こんなも でしょうか。こ




だったようですので、そういった両方の表記をしておりますが、意味は一緒です。木を彫ったものに漆を塗っ 仕上げたものです。 は、木を彫って漆を塗れば、全部鎌倉彫なのか、なかなかそ は解釈の難しいところなのですが、現在、鎌倉彫と う言葉が全国的に一般的な用語として使われているのは事実です。これ 関しては、また後で改めてお話します。　
鎌倉彫は、そもそも一体誰が作っているのか、ということになると、ここで非常 大事な存在となるのは、鎌倉仏
師という人たちになります。先ほど 薄井先生のお話の中で 非常に興味深 院派仏師の話が出てきましたが、資料の中にそれとは別に 宋の文化を非常に強く受けた鎌倉の装飾文化というものもあります。そういった系列 仏師の方々は、もちろん仏像を彫る がメインになるのですが、それ 並行して、仏具ですね、仏教の為に使われる道具類、そういったものを くさん作 ていた いう経緯があります。そして、もう一つのキーワードとして彫漆と鎌倉彫を挙げておきましたが、大陸から渡 き 文化 そうい た中には、唐物 呼ばれる日本では ることの 来ない魅力的な宝物がたくさんあります。そういったものの影響 強く受けて、発展 きたのが、今ここに写真を挙げているような香合であ りします。こちらは金蓮寺 ところにあります 倶利香合です。「倶利」というのが複雑な線文様なんですけど こういった文様は、そもそも大陸から渡ってきた彫漆という世界の装飾を鎌倉彫で表現しているものです。　
そして、駆け足になってしまいますが、歴史を確認すると、建長寺・円覚寺などが建設された十三世紀の頃から禅





が、ここで初めて、この「堆紅」 言葉 、これは木彫の漆塗を中国で表す言葉なんですが、そ 言葉と「鎌倉」という地名 一緒 出てくる。つまり、十五世紀に 、鎌倉で彫り物に漆を塗るということ 一つの代名詞として使われるほどに認知されていた時代 なってい ことが分かる文章 す。一つちょっと難しい話なんですが、「堆紅」という言葉、今 こに出しまし 五つの言葉、「剔紅」「剔黒」「堆紅」「堆朱」「堆黒」と読みますが、意味としては、かなり複雑です。中国の言葉で、使われているの 前 三つ、後の二つが日本 使われてい 言葉です。「剔紅」「剔黒」というのは、彫漆という分野の、その中の赤 ものと黒いもの 日本 はこれを「堆朱」「堆黒」と言っています。では 中国 言われる「堆紅」とは何な か。 れは、彫漆とは違って、木を彫 て、漆を塗ったものが堆 と呼ばれていたん すね。この言葉がぐじゃぐじゃぐじゃと日本に入ってき 色々な使われ方しているので、実は、全てが正しく日本 使 ているとは限りません ただ ルールにな っていうのであば、堆紅というものが、現在の鎌倉彫に近いもので それを鎌倉で作ってい と う は 想像出来る範囲 話なのかなと考えて ま　
ここからずっと時代が飛びますが、そこに大きな転機が訪れるのが 幕末の話になってきます。ずっと仏像を作り
ながら仏具も作っ きた鎌倉仏師ですが 明治に入ってから、神仏分離令に伴う廃仏毀釈という大変悲しい運動が盛んに ってくるのですが、こ 時代、「仏様はたくさん捨 られ しまった」なんて話も残って る ですが、そう
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に十二年ほど移住している期間があ ます。一九二三年から一九三五年なんですが、その間に、茶の湯に深く傾倒しており、多くの茶器を製作していて、鎌倉 というものにまた新たな世界を切り開いた人としても知られています。そし 、非常に緻密な彫りと、塗 手法をたくさん開発したことでも知られている人物です。その三橋鎌岳が作た獅子牡丹唐草の彫木前机、作られた年代については、実ははっきり 資料に残っ かどうか、まだ分かっていないのですが、いろいろな方とお話を る中で、恐らく（總持寺の）仏殿の落慶が、大正四年（一九一五）になりますので、この時期に合わせて製作されたもの あろうと考えられます。一つ、興味深い点としては こちら鎌岳作で恐らく間違いは無いと思うのですが 三橋鎌岳と 名前が入ってい わけではな んです。で 、どううことかと言うと、この前年に 鎌岳 父 あ 鎌山が亡くなっています。恐らく、この作品自体は 鎌山 引き受けた仕事であって、鎌岳 最終的にそれを引き継いで収めたという経緯があったものと考えられます。これだけの大作ですから、一人で彫ると うのは、恐らく不可能 あろう 考えられ で、父親の鎌山、鎌岳、息子の鎌山と、その弟子 、大勢で携わって作った作品であると考えられます。この前机を作る上で 、 の基準になっている作例が、円覚寺に収められている前机です。こちらは非常に古い作品ですが、形態や装飾 効果が類似してす。恐らく鎌岳たちは、こうい た作品を一つ 模範として前机を作っ の しょう。細かく見てい ますと 鏡板の部分、獅子が踊るように表現されて る そこに 複雑な透か 彫り 行われて 下の部分につきましても、幕板の部分も圧巻なのですが 立体感がも 凄いです。三橋流の りと う は 輪郭が非常にきりっ して
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いる彫りが特徴ですので、そういったものがよく表れている例であろうと思います。牡丹の花も繊細でありながら、非常に力強くて、他には例のないような透かし彫りで、なおかつ、そういった鎌倉彫の特徴もよく出ています。その意味で、他には類例の無い、大事 作例に る なと考えています。こういった足の作り方も、円覚寺の前机の表現と非常に良く似ていて、牡丹唐草の 唐草の部分が最後延びていって、足裏の方に翻るという凝った作りになっています。胡麻幹決りなんて言われま が、縦の筋も全部彫りで表現した上に漆を塗っていると うことで、非常 手間がかかるのですが 一つ一つの精度がも すごく高 というこ が、この前机の特徴として挙げられます。　
最後に、一度、この前机の修理に携わらせて頂いたことがありますので、お話させて頂きます。修理と言いまして
も、ほんとに部分修理で一部分だけなのですが 總持寺名宝一〇〇選の展覧会の際 わたくしがちょうど、大学院に所属しており して、その中で、筆返し 部分 割れていて、展示に耐えられないかなという状態でし 。そこで、修復の依頼 あり、大学院 方 先生の指導 もと 修理を行ったものです。簡単な修理で、展示に耐えられるようにするための、一 修理 したので、これで全て が完了して るというわけではな ですが、この当時、調査をさせて頂いた いうことが非常に大事なことだったかなと思 ます。今、現場で仕事をしている中で いろいろな経験と知識を身に付けさせ 頂いた上 改め こ 作品について考えてみた時に、やはり、ものすご 、力の入った、後の時代に残 行 なければならな 大事な文化財かなということを感じております。こう ったものも合せて、文化財 保存ということを考えていくことができれば 大事 仕 に繋がるのかな 風に考え おります。　
ご静聴ありがとうございました。
